細菌の走性(「自己組織・自己制御系の統計力学とその周辺」研究会報告,基研研究会報告) by 塩井, 純一 & 大沢, 文夫
Title細菌の走性(「自己組織・自己制御系の統計力学とその周辺」研究会報告,基研研究会報告)
Author(s)塩井, 純一; 大沢, 文夫


























激物同志は阻害 しない事夷から,それぞれのgroup の刺激物 と特異的に反応する
receptorという実体概念を提唱した (図 1)o実際ある特定のgroup の刺激物に対
する走性だけが欠損 したmu､tant が得られたol) 更にgalactosereCeptorにっ
いてはgalactosebindipgprotein がその実体の一部として同定された.2) また
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各刺激濃度 (ガラク トー ス)に数時間適応させて速度を測るとそれは濃度によらず一
定であったO(図 5) 薄い濃度から濃い痕度に(図 6㌦ 逆に濃い濃度から薄い濃度
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間適応させた後の向きの変化を見たのが図 8で濃度依存性はない｡次に刺激勾配下で速










は濃度の空間勾配 鳥 を感 じているのではなく掌 を感 じているらしいことが結論 され
た｡4)更に stoppedflnw を用いて刺激濃度を増減 した直後 (数秒後 )の菌の運動軌
跡から.濃度が増加するとまっす ぐ泳ぎしかも速 くなり,濃度が減少する-と,左右前後






的滑 らかに運動するrun と.急に向きを変え,しかも速度を落 とす tふiddle とに区
別され,この twiddle の頻度が刺激勾配を上るときに減少することを見 ,この性質に
ょって走化性を説明 した｡6) ただ我々の観察ではこういった不連続的運動のない





Distancefrommouhr)fcapillaryrrm. Time Gradientmln Up D(ーWn
l.6,2.3] [8.5,9.5] 99 9p9
Ecx,,-十0.7] [4.0,5.0] 10.4 106
表 2
DIRECTIONAI｣CHANGE
Distancefromm(川 h(ーf.Capillary. Time Gradientm上n. Up Ⅰわwn
〔0.0,p.7] .〔1.0,2.5] 73 91
[6.6,7.3] [2.5,4.0] 93 124
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